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研究成果の概要（和文）：英米文学および英米文化の研究を通じて、英米圏における〈日本幻想〉

の胚胎・生成とインパクトの諸相を総合的かつ具体的に検証することをめざした。（ただし、

課題の性格上、日本文学に関する研究も含まれる。）理論的には表象論を基底に据え、コロニ

アリズム/ポストコロニアリズムにおける「接触界域」(contact zone)論を踏まえつつ、日本表

象に内在する複雑なダイナミズムを明らかにした。具体的には、言説としての〈日本幻想〉生

成のプロセスを複数のテーマ設定によって分析した。これらのテーマは、連続的な生成プロセ

スであり、明瞭な区分を与えることは困難であるが、このプロセス全体を通じて、所定の個別

化された〈日本幻想〉が産出・消費されてきたものと考える。 

 

研究成果の概要（英文）：This research project aimed at a comprehensive approach to the 
idea of“visionary Japan”or“images of Japan,”generated,formed, and developed in 
conjunction with the influences of British and American literature and culture. It also 
examined some related aspects of Japanese literary history. This project,based 
theoretically upon the ideas of trans-cultural“representation” and “contact zone” 
within the context of colonial/post-colonial criticism, explored and revealed how the 
shaping process of“visionary Japan” has been highly complicated. The literary and 
cultural discourses on the “visionary Japan”were analyzed through multiple viewpoints 
which revealed the continuing process of producing the images of “visionary Japan.” 
“ Visionary Japan ” has been produced and consumed individually through such a 
comprehensive process.      
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１．研究開始当初の背景  〈日本幻想〉とは、１９世紀西欧美術にお
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けるジャポニズムなどがその典型例である

が、本研究では、いわば「輸出された」日本

のイメージ、もしくは所定の歴史的状況下で、

英米圏によって「見られた」日本を、ジャポ

ニズムという歴史的に特定化されたムーブ

メントとして限定的にとらえるのではなく、

「日本をめぐる諸表象」として広義にとらえ

る。いいかえれば、「日本版オリエンタリズ

ム」を〈日本幻想〉として再定義し、英米文

学およびその周辺の文化諸現象において産

出され続けた、日本をめぐる言説、表象、イ

メージ、さらにはそこに不可避的に随伴する

イデオロギー性を、共同研究者による多様な

視座から広範な検討に付す。 

 ただし、本研究の重要性は、「見る」主体

者としての英米圏によって「見られた日本」

の言説を主題化するだけでなく、そのように

「見られた日本」というテクストに対して、

「見られた日本」（＝客体）の側がいかなる

対応を見せたかをも歴史的に検証する点に

ある。〈日本幻想〉をめぐる言説に向けて、

「見られた日本」（＝客体）が、自己投企を

行い、自己同一化と自己成型を遂げる事態も

また生起しているのではないかとする視座

をそこに設定した。 

 副題は「表象と反表象のダイナミックス」

としている。本研究では、一面的に表象の限

界を問題化するのではなく、そのような表象

性を揺さぶり、環境情報との相互作用の動き

としてとらえる「反表象」の塑型性をも理論

的、歴史的に把握することを前提とし、表象

のダイナミズムの全体像を提示する。なぜな

ら、表象の形成を検討する場合、権力関係、

歴史的状況などの諸力を通じて一元的に固

定化されるイデオロギー的な展開としてと

らえるだけでなく、むしろ「反表象」論的視

座を設定することにより、表象性の問題をよ

りダイナミックなプロブレマティックスと

して把握することができるからである。 

 なお、ジャポニズムを直接扱う学会がすで
にあり、ジャポニズム関係の研究（論文、著
書）は少なからず公表されているが、本研究
は、狭義のジャポニズム研究ではない。それ
が、〈日本幻想〉という個性的・特徴的な研
究テーマを掲げた理由である。また、エドワ
ード・サイードの『オリエンタリズム』に対
する根底的な批判を行ったジョン・Ｍ・マッ
ケンジー『大英帝国のオリエンタリズム』な

ど、オリエンタリズムをめぐる近年の歴史・
文化研究の動向の理論的整理も不可欠であ
った。 
 

２．研究の目的 

 英米文学および英米文化の研究を通じて、

英米圏における〈日本幻想〉の胚胎・生成と

インパクトの諸相を総合的かつ具体的に検

証した。（ただし、課題の性格上、日本文学

に関する研究も含むものとする。）理論的に

は表象論を基底に据え、コロニアリズム・ポ

ストコロニアリズムにおける「接触界域」

(contact zone)論を踏まえつつ、日本表象を

めぐる複雑なダイナミズムを明らかにした。

具体的には、言説としての〈日本幻想〉生成

のプロセスを次の 3つのテーマ設定によって

分析した。この３テーマは、連続的な生成プ

ロセスであり、明瞭な区分を与えることは困

難であるが、このプロセス全体を通じて、所

定の個別化された〈日本幻想〉が産出・消費

されるものと考える。 

（テーマ１）〈日本幻想〉産出の様態：「見

る」と「見せる」 

（テーマ２）表象のダイナミックス：「見る」

「見せる」・「見られる」 

（テーマ３）〈日本幻想〉への自己投企：客

体の擬似主体化・属領化 

 

３．研究の方法 

 研究は、共同研究プロジェクトとし、研究

代表者１名、研究分担者７名、連携研究者１

名を以て構成した。この９名の専攻は、イギ

リス文学５名、アメリカ文学４名で構成され

るが、これを大きく２つの研究班（研究班

Ａ：理論系，Ｂ：歴史系）に分割した。ただ

し、これら２グループは固定的な枠組みでは

なく、つねに横断的に相互参照する関係とし

て位置づけた。(類別は以下のとおり。) 

 研究班Ａ（理論系）：個別研究テーマにし

たがって、〈日本幻想〉が発生する観念史的・

社会史的機制を、その成型因となっている異

文化間の「接触界域」（contact zone）をめ

ぐる問題として検討し、表象のダイナミズム

とメカニズムを理論化する。とくに「反表象」

の理論化とモデル化を検討した。 

 研究班Ｂ（歴史系）：〈日本幻想〉の具体

的事例を文学、美術、映像、庭園史、都市論、



 

 

児童文学から博覧会などの文化イベントに

至る多様な領野に渉猟しつつ、その歴史的コ

ンテクストと表象/反表象のダイナミズムを

明らかにした。 

 下記の３テーマを検討し、理論的な深化を

進め具体的事例の提示を行い、結果として、

（1）〜（4）を明らかにした。 

 （テーマ１）〈日本幻想〉産出の様態：「見

る」と「見せる」 

 （テーマ２）表象のダイナミックス：「見

る」「見せる」・「見られる」 

 （テーマ３）〈日本幻想〉への自己投企：

客体の擬似主体化・属領化 

（１）表象論としての〈日本幻想〉が、その

生成過程においていかなる機制を内在させ、

同時にそれを促す特定の外的要因を見いだ

すことができるか。理論研究と事例研究によ

り明らかにする。 

（２）〈日本幻想〉の広がりを歴史的に捉え、

またその対象範囲となる事例研究を飛躍的

に拡大する。 

（３）「見られる」（客体）側が、「見る」

（主体）側が案出する表象に自己投企するプ

ロセスに注目することによって、サイード的

オリエンタリズム論の硬直を批判的に乗り

越える。 

（４）上記を通じて、表象(representation)

論そのものの新たな理論的整理と知見が可

能となる。 

 
４．研究成果 

 本研究の目的は、英米文学および文化の研

究を通じて、英米圏における「〈日本幻想〉

の胚胎・生成とインパクトの諸相を総合的か

つ具体的に検証する」ことにある。研究体制

は、研究班Ａ（理論系）と研究班Ｂ（歴史系

）の２グループを編成し、それぞれグループ

責任者を配置して、研究体制を管掌するとと

もに、各メンバーの個別研究に関しては研究

代表者が包括する研究体制を構築した。最終

年度（平成２２年度）には、①「共同研究報

告書：〈日本幻想〉の研究−表象と反表象のダ

イナミックス」（2011年3月1日付、立教大学

）を刊行、各研究者による報告書をまとめた

。さらに②最終の合同研究会を同年3月27日（

日）〜3月29日（火）の日程で（場所：ノート

ルダム女子大学）開催し、研究代表者野田に

よる総括的な理論的整理を行うと同時に、各

メンバーの個別研究に関する報告を受け、討

議を進めた。基調講演に北川扶生子氏（鳥取

大学）を招聘し、明治近代における言語表象

の問題を提起していただき、本研究プロジェ

クトの出版に関する予備的議論も進めた。各

メンバーによる研究課題は以下のとおりであ

る。 

 

研究班Ａ：表象／反表象生成過程における理

論の検討（笹田直人）、「発見の物語」と時間

旅行（野田研一）、江戸の清浄空間−予備的問

題として（中村邦生）、人の移動とペリー（山

里勝己）、 

 

研究班Ｂ：日本を描く英米の児童書（高田賢

一）、バーナード・リーチと日本幻想（久守和

子）、アングロ・ジャパニーズ様式の隆盛とキ

プリング（中川僚子）、京都・無隣庵の造園：

逆輸入された庭園（木下卓）, ヴァージニア

・ウルフの〈日本幻想〉——作家ウルフの〈船

出〉 

 

研究班Ａでは、他文化、異文化をめぐる表象

が、植民地主義的文脈の中で、反表象として

当該文化によって再提示されると同時に、そ

れが「伝統の発明」やセルフ・イメージとし

て結果するプロセスを検討した。研究班Ｂで

は、主に１９世紀後半以降の表象/反表象プロ

セスを、各自の研究課題に即して検討した。 

 

本研究プロジェクトは、「共同研究報告書：

〈日本幻想〉の研究−表象と反表象のダイナミ

ックス」（2011年3月1日付、立教大学）に公

表した各メンバーの研究報告に基づき、『日

本幻想：表象と反表象のダイナミックス』（

仮題）として2012年春の出版をめざしており

、そこでより詳細で精密な議論と調査内容を

公開する予定である。 
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